
商品
お父さんモバイルバッテリー：100名さま
（継続寄付：90名さま、Tポイント寄付：10名さま）

対象
“・ソフトバンク”の携帯電話・スマートフォンをご利用の方で、寄付対象団体に以下のいずれかで寄付を
した方が対象。

・“ソフトバンク”の携帯電話・スマートフォンから利用料金と一緒に「毎月継続寄付」で寄付（3カ月以
上寄付を継続していること）

・Tポイントで100ポイント以上を寄付

もっと社会とつながる募金キャンペーン

より手軽に寄付をしたいという要望にお応えするため、新たに Tポイントによる寄付を追
加し、募金プラットフォーム「かざして募金」が、2018年8月より「つながる募金」へリ
ニューアルしました。
それを記念して、新しくなった「つながる募金」を利用し、さまざまな課題に取り組み活
動する非営利団体へ寄付いただいたお客さまの中から抽選で100名さまに「お父さんモバ
イルバッテリー」をプレゼントする「もっと社会とつながる募金キャンペーン」を実施し
ました。

親を亡くした子どもたちや、重度の障がい
で親が働くことができない家庭の子どもた
ちに対して、奨学金貸出しや心のケア活動
など、物心両面から支える事業を行ってい
ます。

公益財団法人 東日本大震災復興支援財団
（まなべる基金）
東⽇本⼤震災により進学・修学が困難に
なった⾼校⽣に対し、学業継続を可能にし、
希望を持った⾼校⽣活を送ってもらうため
の返還不要の給付型奨学金で支援をしてい
ます。

NPO法人 犬と猫のライフボート

一頭でも多くの命を救い出すため、保健所
などの行政機関で殺処分されるはずだった
犬と猫を施設に保護し、里親さんを探す活
動を行っています。

公益財団法人 日本ユニセフ協会

ユニセフ（UNICEF：国連児童基金）は、世
界の子どもたちの⽣命と健やかな成長を守
るために活動する国連機関です。寄付金は、
⽇本ユニセフ協会を通じて、ユニセフの活
動に役立てられます。

実施期間
2018年10月18⽇（木）～12月18⽇（火）

あしなが育英会

ずっと！ 東北応援プロジェクト

東⽇本⼤震災により学習や遊びの場を失った子どもたちや、心のケアを必要とする子どもた
ちをサポートするために被災地で活動を行う団体を支援する「ずっと！ 東北応援プロジェク
ト」を2016年3月3⽇から3月31⽇まで実施しました。
これは、期間中お客さまに「かざして募金」を通じて、対象となる非営利団体への寄付を募
り、さらにソフトバンクがその寄付金額と同額を拠出し、被災地で活動を行う団体に追加寄
付するものです。
多くの方からご支援いただいた結果、お客さまから寄せられた寄付金額は1,888,500円とな
り、ソフトバンクの拠出金と併せて総額3,777,000円を団体へ届けました。
「かざして募金」を活用した取り組みを通じて、これからも被災地の支援活動を応援してま
いります。

寄付の対象団体

「かざして募金」プラットフォームは、寄付総額1億円達成への感謝の気持ちを込めて、 2015年12月4⽇から2016年2月29⽇ま
での寄付回数に応じた金額を、当社から非営利団体に追加で寄付するプロジェクトを実施しました。
約3カ月で皆さまから11,290,800円の寄付をいただき、19団体に合計1,110,000円を追加寄付しました。ご協力いただきありが
とうございました。

ハートラッピングプロジェクト

2015年3月10⽇から6月30⽇までの期間、東北の子どもたちの笑顔を未来につなげるため
に、東⽇本⼤震災で被災した子どもたちを応援するプロジェクトを実施しました。被災し
た地域の子どもたちのために活動している非営利団体向けに「かざして募金」で寄付を募
り、継続的に寄付をしていただいた方には感謝の気持ちを込めて「東北3県 ご当地お父さ
んスマートフォン壁紙」などをプレゼントしました。2015年5月末までに集まった寄付額
は、9,245,800円となり、おおよそ8割の方が継続的な支援を続けてくださっています。
ソフトバンクではこれからも「かざして募金」を活用した継続的な支援を行ってまいりま
す。

ソフトバンクは、学⽣による社会貢献活動の促進や寄付文化の醸成に寄与することを目的に、「ソーシャルグッド
アカデミー」（主催：株式会社賢者屋）に協力しました。参加した学⽣は、社会貢献やファンドレイジング※1を
テーマにした講義を受講後、実際に「かざして募金」を活用した募金活動を企画・実行しました。

活動レポート

2015年4月

東北の子どもたちを応援

ソーシャルグッドアカデミー

約6カ月にわたる活動の締めくくりとして、主催者である賢者屋 代表の佐藤 祐氏、社会貢献の専門家 竹井
善昭氏を招き、ソフトバンク本社にて参加学⽣による「かざして募金」を活用した募金活動の報告会を開催
しました。活動報告では、参加費が「かざして募金」を利用している非営利団体への寄付になるチャリ
ティー食事会の開催や、出場したスポーツ⼤会で「かざして募金」への寄付を呼びかけるなど、学⽣ならで
はのユニークな募金活動が発表されました。一方で、構想どおりに企画運用できず、思うように寄付を集め
られなかった学⽣もいましたが、他の参加者より意見やアドバイスをもらい、改めて社会貢献活動へのモチ
ベーションを⾼めているようでした。竹井氏から最後に、「かざして募金を活用した募金企画を通して、学
⽣たちは周囲の関係者と協力する⼤切さと、⼤義を実現する難しさを学んだと思います。非営利団体やソフ
トバンクにご協力いただいたおかげで、有意義な学びの場となりました」と講評いただきました。当社では
今後も、「かざして募金」を通じて、学⽣だけではなく多くの方々が社会貢献活動に参加できる社会の実現
に向けた取り組みを実施してまいります。

2015年2月

参加学⽣たちによる募金プロジェクトを検討するためのワークショップとチーム代表者による
プレゼンテーションを実施しました。講師に「社会貢献でメシを食う」の著者で社会貢献の専
門家、竹井 善昭氏をお招きし、具体的なアドバイスや講評を行っていただきました。
ワークショップでは、各チームが関心のある社会課題に合わせて非営利団体を選定し、課題に
対するアプローチの仕方や支援活動の違いなどの議論を通して新たな気付きを共有し、課題解
決のイメージを膨らませました。
また企画プレゼンテーションでは、企業の協賛を得てイベントを実施するアイデアや、物販を
通した募金集めなど、学⽣ならではの行動力と発想による募金企画を発表しました。今後学⽣
たちは、約1カ月間にわたり募金活動を行います。彼らにとって良い学びにつながるよう、引
き続き活動を応援します。

2014年12月

ファンドレイジングの専門家など各方面のスペシャリストの方々やCSR室長が講師として登壇
し、社会課題への取り組み方やロジカルシンキングなどについて全4回の講義を行いました。
2015年1月からは講義で培った知識を基に、「かざして募金」を活用した募金プロジェクトの
検討に入る予定です。

学⽣の社会貢献活動促進と寄付文化の醸成を目指す「ソーシャルグッドアカデミー」に協力

[注]
※1

民間非営利団体が、活動のための資金を個人や法人などから集める行為。

https://www.softbank.jp/corp/csr/reconstruct/reconstruction-support/tohoku2011/charity-white/
https://www.softbank.jp/corp/csr/reconstruct/reconstruction-support/tohoku2011/charity-white/
https://www.softbank.jp/corp/csr/reconstruct/reconstruction-support/tohoku2011/charity-white/
https://www.softbank.jp/corp/group/sbm/news/info/2014/20141118_01/
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